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一
九
五
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
計
量
地
理
学
へ
の
、

「
体
制
内
変
革
』
と
し
て
登
場
し
た
行
動
地
理
学

も
、
一
九
八
○
年
代
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

の
中
の
多
岐
に
亙
る
テ
ー
マ
を
結
び
付
け
統
合
し

て
行
く
総
決
算
の
段
階
を
迎
え
た
と
思
わ
れ
る
。

　
当
初
の
運
動
を
支
え
て
い
た
旗
手
達
の
内
に
ラ

デ
ィ
カ
ル
地
理
学
・
人
文
主
義
地
理
学
等
へ
と
鞍

替
え
す
る
も
の
も
現
れ
る
一
方
で
、
筆
者
の
一
人

で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ

校
地
理
学
教
授
ゴ
レ
ッ
ジ
は
、
一
貫
し
て
行
動
地

理
学
の
立
場
を
堅
持
し
続
け
て
来
て
お
り
、
今
や

行
動
地
理
学
の
大
御
所
的
存
在
の
一
人
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
ス
テ
ィ
ム

ソ
ン
は
、
ア
デ
ソ
ー
ド
に
お
け
る
居
画
地
移
動
の

研
究
で
P
h
．
D
を
取
り
、
現
在
キ
ャ
ン
ベ
ラ
教

育
大
学
の
経
営
研
究
学
部
長
を
務
め
て
い
る
。

　
そ
の
ゴ
レ
ッ
ジ
と
ス
テ
ィ
ム
ソ
ソ
に
よ
り
ま
と

め
ら
れ
た
本
望
は
、
題
名
に
も
示
す
如
く
彼
ら
の

主
張
す
る
「
分
析
的
立
場
」
に
重
点
の
置
か
れ
た
、

現
時
点
で
の
行
動
地
理
学
の
集
大
成
的
テ
ク
ス
ト

の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
第
一
章
（
人
文
地

理
学
に
お
け
る
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
発
展
）

と
最
終
章
十
三
章
（
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
別

の
道
と
将
来
の
研
究
）
の
一
部
で
、
「
ゴ
レ
ッ
ジ

ら
に
よ
る
」
行
動
地
理
学
と
は
何
か
、
そ
れ
が
如

何
な
る
立
場
に
依
拠
す
る
も
の
な
の
か
、
が
述
べ

ら
れ
る
。

　
第
一
章
で
、
行
動
地
理
学
と
し
て
ゴ
レ
ッ
ジ
ら

は
、
主
に
個
人
の
空
間
行
動
（
白
。
や
ρ
諜
巴
び
Φ
げ
麟
タ

δ
霞
）
を
対
象
と
し
、
人
間
の
行
動
過
程
か
ら
、

地
理
的
現
象
を
理
解
・
説
現
し
よ
う
と
い
う
試
み

の
こ
と
と
し
て
、
考
え
て
い
る
様
に
筆
者
に
は
思

わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
以
下
の
諸
特
徴
が
存
在
す
る
。

①
集
計
レ
ベ
ル
（
ρ
σ
q
σ
q
お
σ
q
p
江
8
δ
〈
9
と
し
て

個
人
か
ら
出
発
す
る
こ
と
。
②
「
空
間
に
お
け
る

行
動
（
び
。
冨
鼠
。
霞
ぎ
超
ゆ
8
）
」
と
「
空
間
行

動
（
ω
℃
ρ
江
巴
げ
。
冨
く
ご
母
）
」
と
は
異
な
る
こ
と
。

③
「
過
程
指
向
（
箕
。
8
ω
・
。
9
①
導
葺
亀
）
」
で
あ

る
こ
と
。
④
実
証
主
義
的
立
華
。
以
上
①
～
③
の

点
を
特
徴
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
の
計
量
地
理
学

か
ら
の
発
展
を
目
指
し
た
行
動
地
理
学
が
、
計
量

地
理
学
か
ら
受
け
継
い
だ
の
が
こ
の
側
面
で
あ
る
。

こ
の
点
、
人
文
主
義
地
理
学
が
、
同
じ
様
に
計
量

地
理
学
へ
の
批
判
か
ら
出
発
し
乍
ら
、
実
証
主
義

の
枠
内
で
は
捉
え
き
れ
な
い
側
面
に
積
極
的
価
値

を
見
い
出
し
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
と
は
対
照

的
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
第
一
章
の
他
に
最
終
章

第
十
三
章
で
は
、
こ
う
し
た
人
文
主
義
的
ア
プ
ロ

ー
チ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た

他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
立
場
も
御
印
ば
か
り
に
触
れ

ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
就
い
て
は
専
門
書

を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
寧
ろ
本
書
の
白
眉
は
、
こ
の
種
の
テ
ク
ス
ト
と

し
て
は
殆
ど
初
め
て
と
思
わ
れ
る
、
行
動
地
理
学

の
デ
ー
タ
収
集
法
に
就
い
て
独
立
し
た
一
章
（
第

二
章
）
が
割
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

第
二
章
（
調
査
法
に
基
づ
く
デ
ー
タ
収
集
）
は
、

一
見
極
め
て
技
術
的
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
上
記

①
の
様
に
、
個
人
と
い
う
集
計
レ
ベ
ル
か
ら
出
発

す
る
行
動
地
理
学
で
は
、
既
製
の
集
計
デ
ー
タ
を

越
え
る
必
要
が
多
く
、
デ
…
タ
の
収
集
と
信
頼
性

の
議
論
は
、
行
動
地
理
学
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要

な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
本
論
で
あ
る
第
三
章
か
ら
第
十
二
章
は
大
別
す

る
と
二
つ
、
よ
り
細
か
く
は
、
蔓
に
二
つ
ず
つ
計

四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
部
第
三
章
か
ら
第
七
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章
で
は
、
特
定
の
行
動
の
種
類
に
依
ら
な
い
、
人

間
行
鋤
全
般
を
捉
え
る
一
般
的
な
分
析
枠
組
み
が

論
じ
ら
れ
る
。
ス
リ
フ
ト
属
・
目
高
津
に
よ
れ
ば
、

行
動
地
理
学
に
は
個
人
の
認
知
・
選
好
・
意
志
決

定
過
程
を
重
視
す
る
能
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
社

会
酌
・
晴
間
的
制
約
を
重
視
す
る
受
動
的
ア
プ
ロ

ー
チ
の
二
系
統
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
「
能
動

的
側
齎
」
に
、
第
三
章
（
知
覚
と
態
度
）
・
第
四

章
（
窒
間
認
知
）
・
第
五
章
（
学
習
と
空
間
行
動
）

が
、
「
受
鋤
酬
的
側
｝
閥
」
に
、
　
第
六
出
母
　
（
活
動
空
間

と
行
為
窒
閲
）
・
七
章
（
時
聞
経
路
分
析
）
が
大

略
対
応
す
る
。
ゴ
レ
ッ
ジ
は
本
来
能
動
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
立
つ
研
究
者
と
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
の
様

に
受
動
的
側
面
に
も
最
近
か
な
り
注
厨
す
る
様
に

成
っ
て
来
て
お
り
、
両
者
が
今
後
互
い
に
補
い
あ

っ
て
発
展
す
べ
き
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　
後
半
部
第
八
章
か
ら
第
十
二
章
で
は
、
様
々
な

種
類
の
特
定
の
行
動
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
消
費

者
行
動
や
通
勤
移
動
と
い
っ
た
、
カ
レ
ン
H
・
O
午

箒
鋤
の
云
う
と
こ
ろ
の
「
短
期
的
行
動
（
ω
げ
。
穽

富
層
ヨ
げ
Φ
げ
斜
鼠
。
霞
）
」
に
、
第
八
章
（
消
費
者
行

動
）
・
九
章
（
空
間
選
択
と
活
動
パ
タ
ー
ソ
ー
移

動
モ
デ
ル
指
向
）
が
、
ま
た
、
居
住
地
移
動
の
様

な
「
長
期
的
行
動
（
δ
p
σ
q
富
目
ヨ
げ
魯
ρ
鼠
。
霞
）
」

に
、
第
十
章
（
行
動
論
的
文
脈
に
お
け
る
人
口
移

動
）
・
第
十
一
章
（
都
市
内
部
ス
ケ
ー
ル
で
の
居

住
地
決
定
過
程
）
・
第
十
二
章
（
住
宅
へ
の
欲
求
、

住
宅
の
ス
ト
レ
ス
刺
激
、
住
宅
探
索
行
動
）
が
概

ね
対
応
す
る
。

　
こ
う
し
た
並
立
て
は
、
そ
れ
自
身
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
臼
の
行
動
地

理
学
研
究
が
直
駕
し
て
い
る
大
き
な
課
題
の
一
つ

と
し
て
、
取
り
扱
う
テ
ー
マ
が
多
岐
に
亙
り
、
全

体
を
統
合
す
る
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
能
繭
紬
ア
プ
ロ
ー
チ
と
受
動

的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
短
期
的
行
動
と
長
期
的
行
動
と

い
っ
た
枠
組
み
は
、
そ
う
し
た
統
一
的
視
座
に
関

わ
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

様
な
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
本
書
は
、
決
し
て
単
に

薪
奇
な
モ
デ
ル
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
羅
列
的
に
散
り

ば
め
ら
れ
た
概
説
書
と
い
う
だ
け
で
無
く
、
行
動

地
理
学
全
体
を
有
機
的
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る

ゴ
ン
ッ
ジ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
一
冊
と
い

え
る
。

　
最
後
に
や
や
技
術
的
側
面
か
ら
、
冒
新
し
い
点

を
幾
つ
か
指
摘
し
て
置
き
た
い
。
①
既
に
伝
統
の

一
つ
と
な
っ
た
認
知
・
学
習
過
程
が
第
四
・
五
章

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
人
工
知
能
研
r

究
と
認
知
科
学
の
最
近
の
成
果
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
②
第
八
章
の
消
費
着
行
動
の
研
究
史
の

中
で
、
ハ
フ
の
果
た
し
た
革
新
的
役
割
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
③
第
八
・
九
・
十
章
等
で
は
ロ
ジ
ッ

ト
モ
デ
ル
を
中
心
と
す
る
非
集
計
行
動
モ
デ
ル
が

大
幅
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い

て
詳
し
く
述
べ
る
余
裕
は
無
い
が
、
個
人
の
効
用

に
関
す
る
少
数
の
簡
単
な
仮
定
か
ら
導
き
出
さ
れ

る
、
極
め
て
普
遍
性
の
高
い
モ
デ
ル
で
あ
り
、
今

後
地
理
学
の
各
方
面
で
の
流
行
を
予
感
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
を
、
行
動
地
理
学
が
様
々
な
問
題

を
孕
み
な
が
ら
も
、
隣
接
分
野
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
交
流
し
つ
つ
活
動
す
る
姿
を
概
観
す
る
為
の
好

著
と
考
え
、
紹
介
の
筆
を
執
ら
せ
て
戴
い
た
。

（
三
四
五
頁
　
一
九
八
七
　
9
0
0
ヨ
鵠
工
区
》
u
o
鼠
。
づ
）

　
　
　
　
　
　
（
小
長
谷
一
之
京
都
大
学
大
学
院
生
）
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